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第8回日本木材保存協会功績賞
「主に道産材に対する木材保存処理・評価技術と実大材の
腐朽評価方法に関する研究及びそれらの普及・広報活動
への貢献」

森　満範（（地独）北海道立総合研究機構 林産試験場）

1987年3月北海道大学農学部林産学科卒業。藤森工業（現 ZACROS）株式
会社研究所勤務を経て，1992年8月北海道立林産試験場（現 北海道立総合
研究機構林産試験場）に入庁。2005年 耐朽性能科長，2008年 主任研究員（研
究主幹），2014年 利用部長，2024年 専門研究員，現在に至る。

業　績　概　要

　CCA の代替として上市された新規木材保存剤を皮切りに，様々な木材保存剤の道産材に対する処理適
性、木材保存剤および保存処理道産材の性能評価に携わってきました。また，多様な環境における保存処
理材の耐朽性評価を行うとともに，道内自治体における講義・講演会等を通して木材保存処理に係る普及
活動を行ってきました。また，道内外の業界に対しても保存処理薬剤の分析や保存処理材の耐朽性評価，
インサイジング刃・刺傷パターンの設計など，様々な形で支援してきました。さらに，実大構造体の任意
の箇所を腐朽させる方法（腐朽源ユニット法）も開発し，様々な腐朽を想定した構造体の強度低下の挙動
を把握できるようになり，国内の他の関連研究においても汎用されるようになりました。
　公益社団法人日本木材保存協会との関わりについては，1995年以降，協会内の多数の委員会等に参加し，
木材保存に係る技術開発や評価技術に加え，「木製外構材のメンテナンスマニュアル」の執筆，広報委員
として「木材保存」誌を通しての広報・普及活動，木材劣化診断士資格検定事業への協力（講師）など，
日本木材保存協会の運営に貢献してきました。
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